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 「学校だより第114号」でお知らせしていましたが、本校の「あかしＳＤＧｓパートナー」の

登録が完了し登録証が届きました。 

保護者の皆様もご存じのとおり、明石市では「ＳＤＧｓ未来安心都市」の実現を目指して、

ＳＤＧｓを反映した接続可能なまちづくりを推進していますが、市内事業者、市民団体、教

育機関等とのパートナーシップにより、その取組を着実なものとするために「あかしＳＤＧ

ｓパートナー制度」が本年度新たにスタートしました。 

本年度登録された事業者・団体は３９となっていますが、教育機関については、本校と

お隣の錦城中学校の２校となっています。明石市ホームページ「あかしＳＤＧｓパートナ

ー」で検索して頂くと、登録された各団体の計画書等が紹介されていますので一度ご確

認下さい。 

本校においては、計画書にあるような取組を進めようとしていますが、新型コロナウイ

ルス感染症対策の中では、なかなか進めるのが難しい状況です。しかし、「節電」、「残食

０運動」、「あいさつ運動」、「いじめ防止」等、自分たちの身近な問題に対して今できる取

組から始め、それをさらに広げていければと考えています。「総合的な学習の時間」等で

も学んできましたが、この登録をきっかけに、生徒の意識が少しでも高まればと思ってお

ります。また、ご家庭でもできることに取り組んで頂ければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒会執行部の生徒たちが 

すべての教室、廊下、トイレ等 

のスイッチの所に、呼び掛けの 

表示を貼り付けてくれました。 

 もちろん校長室のスイッチに 

もついています！ 

 

 

 


